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例えば「内注」と呼ばれるケースでは、一つの工場の中

の一つの生産ラインに、実際には何社もの下請企業の従業

員が張り付いて仕事をしている。見た日にも機能的にも一

つの組織であるにもかかわらず、複数の企業の境界は残っ

たままである。このスタイルは既に 1950年代から観察され

ており幹

“

」m,195め、よくある形なのである。

他方、一つの組織としてのリアリティーの方が先に存在

し、企業の境界の方は便宜上、事後的に引かれているよう

なケースもある。例えば、もともと一つの企業だったもの

が分社化したり、あるいは従業員がスピンアウトしたりし

て、複数の企業に分裂した後も、依然として全体が一つの

システム=組織として機能しているケースである。実際、

分社化しても、管理職以上の人事は親会社の本社人事部が

一括して行うグループ人事はごく普通に見られる。

いずれにせよ、一つのシステムとして機能しているもの

は一つの組織として分析するのが自然であろう。いまや派

遣社員や契約社員が常態化し、われわれ外部の人間からは

正社員と見分けがつかなくなっている現状を踏まえれば、

企業の境界までで組織概念を断ち切ることは、もはや虚構

でしかない。

Ⅲ。「超企業 0組織論」

現実を直視すれ,よ 最近の研究テーマが象徴するように、

経営学の研究対象は、いくつもの企業の境界をまたがって

存在しているシステムやネットワークが中心となっている。

Barnard(193め やSimOn(194Dがそうしたように、われわれも

企業の境界に囚われることなく、このシステムを「組織」

と認識すれば、分析に深みが出るだけではなく、知的資産

の再利用や相互利用も可能になる。

従来こうしたアプローチに呼称はなかった。しかし、企

業の境界を超えて組織を扱うという意味で「超企業・組織

論」入門と称したシリース 1997～ 1999」りが若手研究者を中

心に(助国民経済研究協会発行の月刊誌『景気観測』(略号

η、『産業動向』♂各号 めに執筆連載されてきた。そこで、

ここではその連載トビックスを整理、紹介しながら、この

アプローチの可育旨性を探ることにしよう。

市場の組織化

かつて企業内の従業員に対するモティベーション管理で

職務満足が頻繁に研究され、従業員の離職率・欠勤率・定

着率が注目された。そして 1980年代後半になると、今度は

企業外の市場においても、リピーターのような特定の顧客

層に対するマーケティング活動で「顧客満足ccustOmer

sati山面m;∝
)」 (安醜 1998動が注目されるようになる。企

業という境界の内と外の違いはあっても、どちらも同じ組

織均衡を扱っているのであり、アプローチまで類似してい

る。株主に対する安定株主工作も同様の発想であるが、顧

客も株主もまさに組織化の対象であり、組織化の成功の暁

には、当然組織メンバーとみなされることになる。

本報告での定義を踏まえれば、こうした経営施策は「市

場の組織化」と理解することができる。部品供給業者の系

列などが形成する中間職 今井他ュ982Dも 、複数の企業の

境界にまたがって存在している組織のことであり、市場の

組織化が進んだ一つの姿である。実際「系列取引」(山 田
,

1998つのように、自動車産業に代表される組立加工業の場

合には、部品供給業者から販売店に至るまで別企業の集ま

りであるにもかかわらず、実際には情報面から財務面に至

るまで緊密に連携しあい、まさに一つのシステム=組織と

して組み上がって機能していることも多い。

また、企業同士が戦略的な意図をもって、研究開発 0生

産・販売などを共同で行う「戦略的提携」(桑町亀1998ηも頻

繁に見られる。こうした提携が重要な役割を果たすのが、

「デファクト・スタンダード」(高機 1998つすなわち事実上

の標準を巡る競争と協調の場面である。ユーザーの数が増

えるにしたがって、個々のユーザーが得られる便益が高ま

っていく性質をネットワーク外音附性と呼ぶが、この性質を

もった産業では、累積ユーザー数であるインストールド・

ベースを早期に拡大することが、業界標準の確立には決定

的に重要になる。そのためには、ライセンシングや oEMな
どを通して、他企業を誘引し、提携の形で市場を組織化す

ることも必要になってくるのである。

ところで「組織間関係論」(山田,19野っの資源依存パー

スペクティブいばb&S」翻泳ユ978)に則れヤよ相互依存関
係を吸収するために、合併・買収により垂直的統合、水平

的拡大、多角化などが行われる。しかし、他企業への依存

関係の操作にとって、組織化こそが重要で、企業内部に取

り込むことは本質的ではない。そもそも協調行動の発生に

とって、企業内部に取り込むことは必要条件ではない。

既に勁Ompson(196つ は、協調関係を維持するには、互い

に自分に能力があることを実演する必要があり、協調関係

を維持することの確信は歴史的事実によって強化されると

考えていた。このアイデアは後にAxelrod(19り の考えた「It

調行動の進化」(7青水 1998めの議論とも基本的に合致してい

る。すなわち、こうした条件が満たされれば、利己的な企

業の間にでも協調行動が成立することが、理論的には示さ

れているのである。

アーキテクチャーと製品開発

ただし、こうした議論からもわかるように、一口に組織

化といっても、その程度にはかなりの幅がある。それを規

定するものとして重要なものには、例えば「製品アーキテ

クチャー」(近育亀1999動がある。これは、製品のコンポーネ

ント間の機能分担と相互作用を設計する際の設計思想のこ

とである。モジュラー 0アーキテクチャーの代表、デスク
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Ⅳ.境界としての企業の意義

組織が企業の境界を超える時代にあっても、企業という

境界を設定するということには、重要な機能があることを

指摘しておかなくてはならない。simOn(197り によれヤよ こ

のことは人間の組織に限らない。そもそも多細胞有機体の

発達は、有機体を取り巻く複雑かつ多様な外部環境から内

部細胞を隔離することによって、ホメオスタシス(恒常性維

旬 で内部細胞の環境を単純化し、安定化させるものと解釈

することができるという。同様に、境界を上手に引くこと

が、テクニカル・コアを外部環境から隔離する第一歩なの

である。

そのように考えると、会社制度はまさに人類の英知の結

晶である。会社という制度のもつ組織論的意義は、構成員

や出資者との間に境界を引き、複雑かつ多様な外部環境か

ら、事業もしくはテクニカル 0コアを隔離するという点に

集約される(高杭 1995)。 そのことを簡単に次の三つのポイ

ントに整理して、この報告を締めくくろう。組織がシステ

ムの概念であるのに対して、企業は境界の概念なのである。

団体財産の隔離

商法では、会社とは商行為その他の営利行為を業とする

ことを目的とする社団法人とされているが、ここでいう「法

人」とは、われわれ生身の人間のような自然入以外のもの

で、法律上、自然人と同様に権利 0義務の主体たりうるこ

とを認められた者のことである。会社は法人格をもつこと

で、その団体の名において権利を取得し、義務を負うこと

ができる。権利の事実的実現である強制執行を求める訴訟

の当事者となりうるとともに、その名義の債務名義によっ

てしか強制執行を受けないことになるのである。

つまり、法人であれば団体の名で契約、訴訟、不動産登

記を行うことができるが、さもなければこうしたことをい

ちいち団体構成員の全部または一部の名で行わなければな

らないので、繁雑なだけでなく不安定なものとなる。例え

ヤよ 会社の不動産がある構成員 Aの名で登記された場合を

考えてみよう。するとこの A力湘 人的に負った債務のため

に、債権者によってこの不動産が差し押さえられ、売却さ

れて人手に渡ってしまうことにもなりかねない。

このように法人とは、対外的な法律関係を単純化 0安定

化するとともに、構成員の個人財産から分別された団体財

産を作る財産関係分別のための法律的技術なのである(例え

ヤよ 山田他嘔98)。

事業リスクからの隔離

出資者から見て、事業リスクをある程度隔離するために

は有限責任制が必要になる。仮に、事業の上で取引上の借

金の弁済や相手に与えた損害の弁償、さらに事業が行き詰

まって倒産した場合、自己の全財産を投じて債務の弁済 0

弁償にあたらねばならない(無限責的 というのであれヤよ 出

資額がどんなに少額であっても、その会社の事業上のリス

クを限りなく背負いこむ覚目が必要となる。

そこで、有限責任制をとることで、出資者は出資額を限

度として弁済 0弁償の責任を負えばよいことにするのであ

る。しかも、株式会社であれば、株主は株を売却すること

で株の売却代金を受け取り、出資者としての立場から自由

に退出することもできる。法人が出資者から独立の団体財

産を作る法技術であったように、有限責任制は、出資者財

産が団体から独立であることを保証する制度である。この

両者が機能することで、出資者と会社の財産を互いに隔離

することができる。

こうした方法は、lo世紀、海上商業が発達していた地中

海沿岸のイタリアの商業都市ジェノバ、ベネチアで発生し

たといわれるコンメンダ(∞mnendぅから見られる。このよ

うな無機能でかつ有限責任的な出資関係が次第に確立され、

合資会社の源、コンメンダは、15～16世紀にはヨーロッパ

各地に確立されていったといわれる(大塚翼95o。

構成員の寿命からの隔離

自然人としての生身の人間には寿命がある。そして人間

が死んだ場合には、遺産の分割相続の問題があって、後継

者が遺産をそのまま継ぐことは難しい。しかし家族内で財

産の分割が行われてしまうと、事業上の大きな障害となる。

そこで消費単位としては別会計の数人の息子達が共同して

父親の事業を相続し、共同相続団体を形成することで生産

単位の維持を目指す。歴史上、こうして合名会社の源、ソ

キエタス(ま対etasbが、既に述べたコンメンダの発生にやや遅

れて、その影響下に、イタリアの中で、今度は陸上商業が

発達していたフィレンツェやシェーナで発生したといわれ

る(大塚コ95o。

日本でも、三井家初代高利の死後に、その 9人の実子・

養子は遺産を分割相続せず、全相続財産を投じて、1710年

に「大元方(おおもとかゎ」と呼ばれる同族の事業全体を総
括する機関を 9家後に 11家となる)の三井同族により形成

し、資本に対して各自持分権利をもち、無限責任制で各営

業店の経営にあたったといわれる。つまり、洋の東西を問

わず、会社の寿命を構成員の寿命から隔離することに知恵

を絞つていたのである。

現在の会社では持分払戻が禁止され、持分譲渡の形での

脱退のみが認められている。たとえ出資者が死んで、出資

者の持分について分害J相続の問題が発生したとしても、会

社の資産自体は会社のものであり、分割相続の問題は発生

しないようにされているのである。

(参考文献リストは電子プロシーディングスに掲的
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